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二
十
回
目
を
迎
え
る
春
の
文
化
展
。
今
回
の
特
別
展
は
過
去
十
九
回
で

特
別
出
品
を
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
よ
る
展
示
に
な
り
ま
す
。
檀
家
さ
ん

で
な
く
と
も
、
入
場
で
き
ま
す
。
お
友
達
を
お
誘
い
あ
わ
せ
て
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
20
回  
春
の
文
化
展

3
月
18
日（
日
）〜
21
日（
水
・
祝
）

○
春
の
彼
岸
早
朝
坐
禅
会
。
十
八
日
〜
二
十
四
日
ま
で
。
朝
六
時
〜
七
時
で
す
。

　
清
々
し
い
朝
の
空
気
を
全
身
で
感
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い
。

書道・絵画・造形・写真・折り紙・民芸・俳句
編み物・尺八・パッチワーク・篆刻・山野草
陶芸・木彫等

展
示

10
時
〜
16
時（
最
終
日
15
時
半
ま
で
）

宗禅寺ホームページ  http://www.hamura-souzenji.com

◆
施
茶
　
展
示
会
期
間
中
、
会
場
内
に
て
お
抹
茶
を
い
た
だ
け
ま
す
。

特
別
展
示

「
十
九
回
の
特
別
展
を
振
り
返
る
」

「
十
九
回
の
特
別
展
を
振
り
返
る
」

並
木
恒
延
氏
・
新
井
達
矢
氏
・
新
村
彩
翠
氏
・
中
村
青
秀
氏

岡
野
美
恵
子
氏
・
稲
垣
壮
太
郎
氏
・
中
野
喜
一
氏
・
大
野
弘
江
氏

４
月
７
日（
土
）
午
後
１
時
よ
り

は
な
ま
つ
り

・「
箏
と
ギ
タ
ー
の
演
奏
」や

　
「
花
活
込
み
実
演
」

・
御
詠
歌
奉
詠
・
住
職
の
法
話

各
流
派
の
皆
様
の
お
花
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。 ４

月
６
日（
金
）  

午
後
よ
り

４
月
８
日（
日
）ま
で

花
　
展

お
寺
で
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ

「
江
尻
南
美
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
」

江
尻
さ
ん
は
羽
村
市
出
身
で
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
中
心
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
お
申
し
込
み
は
、
お
寺
ま
で
電
話

　

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

・
会
費
５
０
０
円
（
小
・
中
学
生
は

　

無
料
で
す
が
、
申
込
み
は
必
要
で

　

す
。）

３
月
27
日（
火
）

  

開
演  

午
後
1
時
30
分
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二
月
三
日
に
毎
年
恒
例
の
豆
ま
き
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
本
年
は
土
曜
日
の
開
催
と

な
り
、
例
年
よ
り
も
多
く
の
皆
様
に
ご
来
山

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
大

勢
の
お
子
様
に
ご
来
山
を
い
た
だ
き
、
豆
を

撒
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
何
よ
り
も
有
り

難
い
喜
び
で
あ
り
ま
し
た
。

　
節
分
の
豆
ま
き
は
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た

追
儺
（
つ
い
な
）
と
呼
ば
れ
る
鬼
払
い
の
儀

式
が
宮
中
で
行
わ
れ
、
そ
れ
が
一
般
庶
民
に

ま
で
拡
が
っ
た
も
の
で
す
。
豆
を
ま
く
の
は

「
魔
滅
（
ま
め
つ
）
」
の
意
味
が
あ
り
、
立

春
の
前
日
、
新
し
い
春
の
幸
福
を
願
い
豆
を

撒
い
て
い
ま
す
。

　
朝
か
ら
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
総

代
さ
ん
・
薬
師
講
中
・
サ
ン
ガ
の
会
の
皆
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

節
分
豆
ま
き
会

節
分
豆
ま
き
会

年取りの宴の準備も万端

年女をお迎えして

年取りの宴　司会は中野祐司副総代長

赤鬼さんも準備万端サンガの会の皆様が伝統の
折詰めを作ってくださっています
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昔
の
宗
禅
寺
の
境
内
に
は
、
大
き
な
木
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
本
堂

の
前
に
は
〝
枝
垂
れ
桜
〞
の
大
木
、
池
の
側
に
は
〝
赤
松
〞
の
大
木
、
三
門

の
側
に
も
〝
黒
松
〞
の
大
木
。

　

以
前
か
ら
、
桜
や
椿
、
草
花
を
意
識
的
に
植
え
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、

赤
松
を
四
本
植
え
ま
し
た
。
池
の
そ
ば
、
和
尚
の
墓
、
西
の
墓
地
入
口
と
。

　

松
の
木
は
、
臨
済
禅
師
が
植
え
た
と
こ
ろ
か
ら
、
禅
寺
の
象
徴
す
る
木
で

す
。
昨
年
の
和
正
和
尚
の
晋
山
を
記
念
し
て
植
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
何

百
年
、
い
ず
れ
大
木
に
な
っ
て
、
人
々
を
導
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

春
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
木
や
草
が
、
花
を
咲
か
せ
、
私
達
の
心
を
、

い
や
し
て
く
れ
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

〝
松
の
木
〞
を
植
え
ま
し
た
。

〝
松
の
木
〞
を
植
え
ま
し
た
。

27，713円

96，281円

80，000円
20，000円
20，000円
20，000円
20，000円

前回繰越

収　入
支　出

繰　越

　皆様からの募金、お賽銭をこのように使って
います。ご協力ありがとうございます。

宗禅寺観音募金
（平成29年12月5日～平成30年3月9日）

（除夜の鐘含む）

内訳 羽村市社会福祉協議会様

建長寺観音募金様

西東京臨済会災害支援部様

43，994円

沢山の皆様がのご来山をいただきました。ありがとうざいました。

あしなが東日本大震災
遺児支援募金様
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昨
年
羽
村
東
小
学
校
の
東
側
で
道
路
工
事
に
伴

う
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
敷
石
住
居
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
敷
石
住
居
は
「
柄
鏡
形
敷
石
住
居
」
と

い
い
、
床
面
に
平
ら
な
石
を
敷
き
詰
め
、
円
形
の

住
居
に
取
手
が
つ
け
ら
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
そ
の
名
が
あ
り
ま
す
。
縄
文
時
代
中
期
か

ら
後
期
の
初
頭
、
関
東
地
方
か
ら
中
部
地
方
に
か

け
て
見
ら
れ
る
特
有
な
住
居
で
す
。

　

縄
文
時
代
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
狩
猟
・
採
集

を
基
本
と
し
、
貧
し
く
と
も
平
等
に
集
落
生
活
を

営
む
社
会
で
あ
っ
た
と
か
、
極
端
に
は
未
開
で
あ

り
、
野
蛮
な
飢
餓
社
会
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か

し
、
全
国
的
に
大

規
模
開
発
に
伴
う

発
掘
調
査
の
結
果
、

最
近
で
は
「
定
住

的
な
集
落
の
形
成

と
多
種
多
様
な
食

料
採
集
に
特
長
が

あ
り
、
狩
猟
、
漁

撈
、
採
集
を
基
本

的
な
生
業
と
す
る

自
然
と
調
和
し
た

豊
か
な
社
会
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

縄
文
時
代
は
、
草
創
期
、
早
期
、
前
期
、
中
期
、

後
期
、
晩
期
の
六
つ
の
時
期
に
区
分
さ
れ
、
今
か

ら
約
一
万
二
〇
〇
〇
年
前
か
ら
約
二
〇
〇
〇
前
の

縄
文
土
器
を
用
い
た
時
代
で
す
。

　

縄
文
時
代
の
始
ま
り
は
、
地
球
が
氷
期
（
氷
河

期
）
か
ら
完
新
世
（
洪
積
世
）
に
な
る
と
、
気
候

も
温
暖
と
な
り
、
現
在
に
近
い
自
然
環
境
と
な
り

ま
し
た
。
植
物
は
亜
寒
帯
性
の
針
葉
樹
林
に
か
わ

り
、
東
日
本
で
は
ブ
ナ
や
ナ
ラ
な
ど
の
落
葉
樹
林

や
、
西
日
本
に
は
シ
イ
な
ど
の
照
葉
樹
林
が
広
が

り
ま
し
た
。
動
物
も
大
型
動
物
は
絶
滅
し
、
動
き

の
速
い
ニ
ホ
ン
シ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
自
然
環
境
の
変
化
に
対
応

し
て
、
人
び
と
の
生
活
も
大
き
く
か
わ
り
、
縄
文

文
化
が
成
立
し
ま
す
。

　

羽
村
市
内
の
お
も
な
遺
跡
は
、
北
か
ら
精
進
バ

ケ
遺
跡
、
山
根
坂
上
遺
跡
、
羽
ケ
田
上
遺
跡
が
あ

り
ま
す
。
三
ケ
所
の
遺
跡
は
、
発
掘
調
査
の
結
果

出
土
し
た
土
器
の
編
年
か
ら
約
五
五
〇
〇
年
前
か

ら
約
四
五
〇
〇
前
の
縄
文
時
代
中
期
の
集
落
遺
跡

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

土
器
の
編
年
は
、
土
器
の
製
作
方
法
や
形
、
さ

ら
に
土
器
に
刻
ま
れ
た
文
様
な
ど
の
変
化
が
時
間

の
物
差
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
土
し
た
土
器
が

勝
坂
式
土
器
で
あ
れ
ば
、
縄
文
時
代
中
期
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。
日
本
最
古
と
さ
れ
る
土
器
は
、

青
森
県
大
平
山
元
（
お
お
だ
い
ら
や
ま
も
と
）
Ｉ

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
、
約
一
万
六
〇
〇
〇
年
前
の

も
の
で
す
。

　

縄
文
時
代
の
住
居
は
、
竪
穴
住
居
で
地
面
を
円

形
や
方
形
に
掘
り
く
ぼ
め
て
、
平
ら
な
土
間
の
床

を
つ
く
り
、
そ
こ
へ
屋
根
を
か
け
た
半
地
下
式
住

居
で
、
内
部
に
炉
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
住
居
址
は
、
精

進
バ
ケ
遺
跡
三
九
棟
、
山
根
坂
上
遺
跡
六
六
棟
、

羽
ケ
田
上
遺
跡
一
九
棟
で
す
。
精
進
バ
ケ
遺
跡
と

山
根
坂
上
遺
跡
で
は
、
そ
れ
ら
の
住
居
址
が
「
広

場
」
と
想
定
さ
れ
る
中
央
の
空
間
を
取
り
囲
む
よ

う
に
竪
穴
住
居
址
が
分
布
す
る
環
状
集
落
跡
で
あ

る
と
し
、
縄
文
人
が
世
代
を
次
々
に
交
代
し
、
長

期
に
わ
た
る
継
続
的
な
定
住
生
活
が
営
ま
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

先
ほ
ど
の
土
器
編
年
か
ら
縄
文
時
代
中
期
と
し

ま
し
た
が
、
中
期
の
年
代
幅
だ
け
で
も
約
一
〇
〇

〇
年
の
へ
だ
た
り
が
あ
り
ま
す
。
山
根
坂
上
遺
跡

の
範
囲
す
べ
て
を
発
掘
調
査
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
住
居
址
六
九
棟
は
集
落
が
大
き
い
と
お
も
わ
れ

ま
す
が
、
中
期
の
年
代
幅
を
考
え
ま
す
と
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
一
棟
の
住
居
の
寿
命
は
、
ど
ん
な
に

長
く
見
積
も
っ
て
も
一
〇
年
程
度
で
あ
る
と
の
研

究
成
果
が
あ
り
ま
す
。
単
純
な
数
値
で
す
が
、
一

〇
〇
〇
年
の
う
ち
六
九
〇
年
間
は
人
が
住
ん
で
い

ま
し
た
が
、
あ
と
の
三
一
〇
年
間
は
山
根
坂
上
遺

文
庫
長
だ
よ
り
島
田  

秀
男
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和
正
和
尚
日
單

〇
龍
澤
寺
　
松
華
室
後
藤
榮
山
老
師
に
年
頭
の
ご

挨
拶
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
／
1

〇
谷
中
　
山
﨑
家
親
族
の
新
年
会
へ
家
族
四
人

で
。
叔
母
や
従
兄
弟
な
ど
二
十
八
名
 
1
／
2

〇
お
年
始
　
檀
信
徒
総
代
さ
ん
へ
の
お
年
始
。
正

俊
和
尚
と
。
 

1
／
4

〇
消
防
　
出
初
式
の
準
備
 

1
／
5

〇
宗
禅
寺
　
檀
信
徒
総
代
ご
夫
婦
の
皆
様
と
新
年

会
。
 

1
／
6

〇
消
防
　
羽
村
市
消
防
団
出
初
式
。
一
中
ブ
ラ
バ

ン
の
演
奏
 

1
／
7

〇
坐
禅
会
　
今
年
の
坐
禅
会
初
め
 

1
／
13

〇
薬
師
講
　
昼
間
は
町
内
会
の
餅
つ
き
へ
。
ご
ち

そ
う
さ
ま
で
し
た
。
夜
、
薬
師
講
役
員
さ
ん
と

の
新
年
会
。
 

1
／
14

〇
瑠
璃
花
と
花
音
　
幼
稚
園
も
始
ま
っ
た
。

〇
花
展
　
四
月
花
展
の
打
ち
合
わ
せ
 

1
／
16

〇
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
　
三
月
に
開
催
す
る
ピ
ア

ノ
コ
ン
サ
ー
ト
の
打
ち
合
わ
せ
を
お
寺
で
。
江

尻
南
美
さ
ん
の
お
母
様
と
鈴
木
さ
ん
。
 1
／
17

〇
宗
禅
寺
　
淵
田
雄
先
生
御
来
山
。
土
曜
講
座
の

打
ち
合
わ
せ
な
ど
。
 

1
／
19

〇
土
曜
法
話
　
建
長
寺
三
門
下
で
法
話
。寒
い
中
二

十
人
の
皆
様
が
聴
い
て
下
さ
り
感
謝
。 
1
／
20

〇
書
道
　
毎
月
一
回
の
書
道
教
室
。
一
月
は
書
初
め

を
し
て
い
ま
す
。先
生
は
横
浜
か
ら
来
て
下
さ
って
い

ま
す
。大
雪
の
た
め
早
め
に
切
り
上
げ
る
。 1
／
22

〇
大
雪
　
子
供
達
は
嬉
し
そ
う
。
 

1
／
23

〇
鎌
倉
　
龍
峰
院
閑
栖
和
尚
様
の
通
夜
へ
。
正
俊

和
尚
と
。
 

1
／
23

〇
幼
稚
園
　
入
園
説
明
会
へ
親
子
四
人
で
。
制
服

や
道
具
を
受
け
取
る
。
 

1
／
24

〇
寺
子
屋
委
員
会
　
秋
川
・
多
摩
川
流
域
で
の
自

由
民
権
運
動
に
つ
い
て
 

1
／
24

〇
土
曜
講
座
　
神
明
神
社
総
代
長
島
田
辰
夫
さ
ん

の
「
神
明
神
社
」
と
羽
村
文
化
協
会
の
渡
部
清

孝
さ
ん
の
「
羽
村
の
文
化
」
の
お
話
し
。
私
は

曼
荼
羅
。
 

1
／
27

〇
京
都
　
建
長
寺
派
東
京
三
部
部
内
旅
行
へ
。
天

龍
寺
な
ど
。
 

1
／
30
〜
31

〇
建
長
寺
　
管
長
さ
ん
に
よ
る
「
大
覚
禅
師
語

録
」
の
講
義
拜
講
。
 

2
／
1

〇
節
分
豆
ま
き
会
　
今
年
は
土
曜
日
の
た
め
か
、

例
年
よ
り
大
勢
の
皆
様
が
来
て
下
さ
り
ま
し

た
。
用
意
し
て
い
た
お
菓
子
が
危
う
く
な
り
、

母
が
急
い
で
買
い
物
へ
。
 

2
／
3

〇
文
化
展
実
行
委
員
会
　
第
二
十
回
目
の
文
化
展

の
実
行
委
員
会
。
す
み
ま
せ
ん
が
欠
席
致
し
ま

し
た
。
 

2
／
4

〇
消
防
　
福
生
・
瑞
穂
・
羽
村
合
同
の
研
修
会
。

跡
に
は
縄
文
人
は
居
住
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

環
状
集
落
は
大
規
模
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
生
活
集
団
は
小
さ
く
、
必
要
に
応

じ
て
居
住
地
を
移
動
し
て
い
た
の
で
す
。
精
進
バ

ケ
遺
跡
や
羽
ケ
田
上
遺
跡
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が

い
え
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡
は
何
度
も
居
住

地
と
し
て
選
ば
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
縄
文

人
が
生
活
し
て
い
く
う
え
で
の
要
件
、
た
と
え
ば

日
当
た
り
や
水
の
便
が
い
い
と
か
、
食
料
確
保
に

適
し
た
場
所
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

柄
鏡
形
住
居
で
実
際
に
寝
て
み
た
ら
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
石
だ
ら
け
で
背
中
が
い
た
く
な
り
ま
せ

ん
か
。
だ
か
ら
、
住
居
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、

祭
祀
的
な
こ
と
に
使
用
さ
れ
た
と
い
う
説
も
あ
り

ま
す
。

　

縄
文
人
は
、
な
に
も
語
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
縄
文
人
が
残
し
た
物
質
的
資
料
（
土
器
な
ど
の

遺
物
や
遺
跡
）
か
ら
解
き
明
か
し
て
い
く
の
で
す
。

そ
れ
が
、
わ
た
し
た
ち
の
想
像
力
を
豊
か
に
し
て

く
れ
ま
す
。

参
考
図
書

山
田
康
弘
『
つ
く
ら
れ
た
縄
文
時
代
』
新
潮
選
書

『
新
八
王
子
市
史
通
史
編
１　

原
始
・
古
代
』
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昨
年
の
除
夜
の
鐘
は
四
五
〇
人
の
方
の
ご
来
山

を
い
た
だ
き
、
皆
様
と
共
に
新
年
を
迎
え
ま
し

た
。
薬
師
講
中
の
皆
様
、
お
手
伝
い
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〇
元
旦
か
ら
七
日
ま
で
に
、
三
〇
〇
人
の
方
が
お

年
始
に
お
い
で
下
さ
い
ま
し
た
。

〇
総
代
さ
ん
の
皆
様
に
お
年
始
。
檀
家
さ
ん
に
は

郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

1
／
4

〇
総
代
さ
ん
ご
夫
婦
で
、
お
寺
の
新
年
会
 1
／
6

〇
今
年
最
初
の
朝
粥
坐
禅
会
十
六
人
 

1
／
8

〇
早
朝
、
玄
関
で
右
ひ
ざ
を
ひ
ね
る
。
大
激
痛
。

歩
行
と
て
も
困
難
。
正
月
早
々
ヤ
レ
ヤ
レ
。

 

1
／
11

〇
今
年
最
初
の
写
経
会
二
十
二
人
。
 

1
／
11

〇
今
年
最
初
の
土
曜
坐
禅
会
二
〇
人
。
 
1
／
13

〇
宗
禅
寺
薬
師
講
中
役
員
会
新
年
会
 

1
／
14

〇
湯
島
麟
祥
院
　
小
川
隆
先
生
の
臨
済
録
を
読
む

会
。
東
大
馬
場
紀
久
先
生
か
ら
鈴
木
大
拙
の
秘

話
を
た
く
さ
ん
う
か
が
う
 

1
／
15

〇
花
展
・
花
供
養
　
第
一
回
打
合
せ
会
 
1
／
16

〇
江
尻
南
美
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
打
合
せ
 
1
／
17

〇
円
覚
寺
で
鎌
倉
禅
研
究
会
。
〝
釈
宗
演
〞
横
田

南
嶺
老
師
・
小
川
隆
先
生
の
講
演
。
百
人
を
こ

え
る
聴
衆
。
あ
り
が
た
し
。
 

1
／
18

〇
建
長
寺
　
旧
友
会
。
石
川
町
エ
ス
テ
カ

 

1
／
19

〇
鈴
木
土
建
（
田
中
さ
ん
）
池
の
間
玄
関
、
階
段

の
改
修
大
工
事
に
と
り
か
か
る
。
 

1
／
20

〇
二
十
二
日
午
前
十
時
頃
か
ら
雪
降
り
だ
す
。
ド

ン
ド
ン
積
も
る
。
綾
子
夜
八
時
す
ぎ
、
福
生
か

ら
歩
い
て
帰
る
。
翌
日
、
梅
林
大
工
さ
ん
お
二

人
、
島
田
秀
男
さ
ん
、
寺
族
で
雪
か
き
。
夕

刻
、
和
正
和
尚
の
運
転
で
、
建
長
寺
龍
峰
院
峯

藤
耕
雨
和
尚
様
の
通
夜
へ
 

1
／
22
〜
23

〇
宗
禅
寺
・
寺
子
屋
委
員
会
。
新
年
会
。

 

1
／
24

〇
蘭
渓
道
隆
著
「
注
心
経
」
文
字
化
始
 
1
／
25

〇
東
中
野
ポ
レ
ポ
レ
座
「
巡
り
神
楽
」
 
1
／
26

〇
第
十
七
回
土
曜
講
座
。
島
田
辰
夫
さ
ん
、
渡
部

清
孝
さ
ん
、
六
十
人
。
玉
川
苑
で
鶴
酔
会
。

 

1
／
27

〇
田
園
調
布
　
め
だ
か
空
間
音
楽
会
 

1
／
28

〇
八
王
子
・
廣
園
寺
老
大
師
津
送
。
宗
禅
寺
う
ど

ん
教
室
 

1
／
30

〇
『
一
九
四
一
決
意
な
き
開
戦
』
堀
田
江
里
、
読

了
。
責
任
な
き
日
本
の
実
態
。
 

1
／
31

〇
今
月
か
ら
来
山
の
方
の
人
数
を
把
握
し
始
め

る
。
仏
縁
を
ど
う
結
ぶ
か
の
た
め
。
一
七
八
五

人
。
（
お
通
夜
、
葬
儀
を
含
め
て
）
。
　
　

〇
和
正
和
尚
　
建
長
寺
吉
田
管
長
の
開
山
蘭
渓
語

閑
栖
正
俊
和
尚
の
足
ど
り

福
生
市
民
会
館
で
講
演
を
拜
聴
 

2
／
4

〇
清
岩
院
　
西
東
京
臨
済
会
幹
事
会
。
新
年
総
会

の
配
布
資
料
な
ど
最
終
確
認
。
 

2
／
5

〇
浅
草
・
海
禅
寺
　
後
藤
榮
山
老
師
の
米
寿
の
お

祝
い
を
海
禅
寺
に
て
。
根
岸
香
味
屋
に
て
祝

宴
。
そ
の
後
、
東
博
の
仁
和
寺
展
 

2
／
8

〇
建
長
寺
　
管
長
さ
ん
に
よ
る
「
大
覚
語
録
」
勉

強
会
へ
。
 

2
／
14

〇
西
東
京
臨
済
会
　
新
年
総
会
。
参
加
者
三
十
五

名
。
活
動
・
会
計
報
告
な
ど
。
 

2
／
16

〇
土
曜
講
座
　
淵
田
雄
先
生
「
宗
禅
寺
の
仏
像
」

と
平
井
幹
廣
さ
ん
「
薬
の
お
話
し
」
。
私
は
訳

経
僧
。
 

2
／
17

〇
清
岩
院
　
西
東
京
臨
済
会
幹
事
会
。
新
年
総
会

の
資
料
を
欠
席
者
に
郵
送
。
今
年
の
研
修
会
な

ど
協
議
。
 

2
／
20

〇
熱
海
　
廣
徳
寺
水
口
正
量
禅
士
を
囲
む
会
へ
。 2
／
22

〇
消
防
　
月
一
回
の
訓
練
。
管
内
防
火
水
槽
点
検

へ
。
お
寺
の
駐
車
場
に
も
防
火
水
槽
が
あ
り
ま

す
。
 

2
／
23

〇
春
の
文
化
展
　
第
二
回
実
行
委
員
会
。
今
年
は

二
十
回
目
の
節
目
。
 

3
／
3

〇
ゆ
と
ろ
ぎ
　
防
災
講
演
会
拜
聴
。
 

3
／
8

〇
土
曜
講
座
　
副
総
代
長
中
野
祐
司
さ
ん
と
前
瑞

穂
町
町
長
石
塚
幸
右
衞
門
先
生
。
私
は
仏
教
の

中
国
へ
の
伝
来
。
 

3
／
10
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録
を
読
む
会
へ
初
参
加
。
 

2
／
1

〇
写
経
の
会
。
二
十
四
人
の
参
加
。
 

2
／
1

〇
池
の
間
、
玄
関
階
段
完
成
。
多
謝
。
 
2
／
2

〇
ゆ
と
ろ
ぎ
で
、
福
島
徹
さ
ん
の
講
演
会
。
若
く

た
く
ま
し
い
方
々
多
数
。
 

2
／
2

〇
宗
禅
寺
節
分
会
　
午
前
中
か
ら
サ
ン
ガ
の
会
、

薬
師
講
で
準
備
万
端
。
鬼
さ
ん
の
節
分
ふ
れ
回

り
か
ら
、
法
要
、
カ
ッ
ポ
レ
、
豆
ま
き
。
建
長

汁
大
好
評
。
子
供
達
た
く
さ
ん
。
客
殿
で
盛
大

に
歳
取
り
の
宴
。
福
生
警
察
、
振
り
込
め
詐
欺

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
来
る
。
参
会
者
六
百

人
。
天
気
快
晴
。
心
も
快
晴
。
 

2
／
3

〇
第
二
十
回
文
化
展
実
行
委
員
会
。
 

2
／
4

〇
梅
林
棟
梁
　
南
の
間
床
下
収
納
完
成
 
2
／
6

〇
鎌
倉
塾
〝
土
屋
敏
男
さ
ん
と
共
に
〞
建
長
寺

で
。
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
泊
。
渡
部
・
稲
毛
さ
ん
と

朝
食
を
共
に
。
三
越
で
W
A
T
O
の
展
示
を
み

て
帰
山
。
 

2
／
7
・
8

〇
東
博
〝
仁
和
寺
と
御
室
派
の
仏
達
″
へ
、
浅
見

先
生
と
中
華
料
理
の
昼
食
を
共
に
。
 
2
／
9

〇
鎌
倉
長
寿
寺
に
て
望
月
敬
生
さ
ん
納
骨
。
石
塔

開
眼
。
ご
自
分
で
設
計
。
 

2
／
10

〇
鎌
倉
東
慶
寺
で
〝
涅
槃
図
の
お
絵
説
き
〞
岡
沢

恭
子
さ
ん
。
淑
子
さ
ん
と
共
に
。
 

2
／
11

〇
甲
府
塩
沢
寺
厄
除
け
地
蔵
大
祭
へ
 

2
／
13

〇
東
慶
寺
　
横
田
南
嶺
老
師
〝
仏
光
録
〞
読
解
の

会
。
南
嶺
老
師
絶
好
調
。
あ
り
が
た
し
。
終
っ

て
隣
の
タ
ケ
ル
で
彭
丹
・
梅
沢
恵
・
余
新
星
さ

ん
と
夕
食
。
 

2
／
16

〇
宗
禅
寺
土
曜
講
座
　
平
井
幹
廣
さ
ん
、
淵
田
雄

先
生
、
三
十
五
人
聴
講
 

2
／
17

〇
湯
島
麟
祥
院
　
小
川
隆
先
生
臨
済
録
。
熱
読

会
。
そ
の
後
、
新
保
祐
司
さ
ん
の
正
論
大
賞
授

賞
式
へ
。
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
。
 

2
／
19

〇
建
長
寺
史
編
纂
委
員
会
へ
。
次
に
鎌
倉
春
秋
で

伊
藤
さ
ん
・
田
中
さ
ん
・
舘
さ
ん
と
会
う
。
柴

田
孝
子
さ
ん
と
〝
よ
し
ろ
う
〞
で
夕
食
。

 

2
／
20

〇
花
展
打
合
せ
。
先
生
方
と
。
 

2
／
21

〇
鎌
倉
禅
研
究
会
　
彭
丹
さ
ん
。
古
川
元
也
先

生
。
終
わ
っ
て
、
〝
尾
崎
〞
で
夕
食
会
 2
／
22

〇
宗
禅
寺
、
山
門
前
。
け
や
き
銅
切
り
。
空
調
の

本
体
撤
去
。
 

2
／
23
・
24

〇
京
都
建
仁
寺
七
日
会
。
茶
礼
・
諷
経
・
幾
松
・

長
楽
館
、
嬉
し
い
お
も
て
な
し
。
私
は
そ
の

後
、
承
天
閣
美
術
館
副
館
長
の
高
橋
範
子
さ
ん

と
夕
食
会
。
帰
山
十
一
時
半
 

2
／
24

〇
シ
ェ
ア
ル
鶴
見
で
、
禅
文
化
フ
ェ
ア
打
合
せ
。

副
島
さ
ん
、
正
親
さ
ん
の
個
展
へ
。
 
2
／
25

◎
二
月
の
来
山
者
は
一
四
三
〇
人
で
し
た
。

◆
南
ノ
間
床
下
の
収
納
完
成

　

昨
年
開
創
四
百
年
を
記
念
し
て
沢
山
の
ご
喜

捨
を
賜
り
、
本
堂
の
増
築
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、
南
ノ
間
の
床
下
の
収
納

が
完
成
致
し
ま
し
た
。
二
月
三
日
の
節
分
豆
ま

き
の
際
に
、
薬
師
講
の
皆
様
に
よ
っ
て
お
寺
の

備
品
を
薬
師
堂
裏
の
倉
庫
か
ら
移
動
致
し
ま
し

た
。
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
に
よ
っ
て
、
お
寺
の

整
備
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
大
変
有
り
難
く
、

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
能
面
の
御
奉
納

　

昨
年
大
晦
日
に
能
面
師
の
新
井
達
矢
先
生
か

ら
、
開
創
四
百
年
を
記
念
し
て
能
面
の
御
奉
納

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
達
矢
先
生
自
ら
お
寺
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
納
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。

お
面
は
「
黒
式
尉
（
こ
く
し
き
じ
ょ
う
）」
と

い
う
名
称
で
、
能
の
祝
言
曲
「
式
三
番
」
に
て

三
番
目
に
狂
言
方
が

つ
と
め
る
老
人
の
舞

だ
そ
う
で
、
四
百
年

の
お
祝
い
に
ふ
さ
わ

し
い
お
面
を
御
奉
納

し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
る
と
共
に
、

皆
様
に
御
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
寺
か
ら
皆
様
へ

お
寺
か
ら
皆
様
へ
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御
命
日
　
故
人
御
芳
名
（
敬
称
略
）

五
月　
　

四
日 

上
田　

彌
生

五
月　
　

六
日 

田
邊　

フ
ミ

五
月　

十
九
日 

浮
田　

征
治

五
月　

二
十
日 

田
村　

初
枝

六
月　
　

七
日 

下
田　

ミ
ヤ

六
月
二
十
一
日 

高
崎
キ
ヨ
子

六
月
二
十
三
日 

中
野　

芳
夫

七
月　
　

六
日 

髙
橋　

直
子

七
月　
　

九
日 

島
田　

睦
男

七
月　

十
四
日 

斎
藤
ヒ
サ
ヱ

七
月
二
十
七
日 

水
村　

喜
代

八
月　
　

八
日 

関
矢　

義
之

八
月　

十
七
日 

島
田　

し
づ

八
月
二
十
二
日 

石
角
作
之
烝

御
命
日
　
故
人
御
芳
名
（
敬
称
略
）

四
月　

十
一
日 

中
野　

弘
一

四
月　

十
六
日 

武
田　

和
子

四
月
二
十
五
日 

小
林　

利
子

五
月　

十
七
日 

中
野　

圭
子

五
月　

十
八
日 

大
野　

秀
雄

六
月　
　

八
日 

中
野　

年
男

六
月　

十
二
日 

小
林　

恒
子

六
月
二
十
三
日 

森
田　

節
子

七
月　
　

三
日 

雨
倉　

孝
子

七
月　
　

七
日 

加
藤　

常
蔵

七
月
二
十
四
日 

大
野　
　

勇

七
月
二
十
四
日 

島
田　
　

一

七
月
二
十
八
日 

中
野　

光
江

七
月
二
十
九
日 

吉
田　

マ
チ

八
月　
　

三
日 

中
村　

嘉
市

八
月　

十
八
日 

秋
山　

幹
男

八
月
二
十
五
日 

山
本　

友
一

八
月
二
十
七
日 

島
田　

文
子

御
命
日
　
故
人
御
芳
名
（
敬
称
略
）

四
月　
　

二
日 

新
井
ヤ
マ
ト

四
月　

十
二
日 

石
井　

フ
ミ

四
月　

十
七
日 

渡
辺　

武
夫

四
月　

十
八
日 

島
田　
　

忍

四
月
二
十
四
日 

中
野
美
津
江

四
月
二
十
八
日 

雨
倉　

利
子

四
月
二
十
九
日 

青
木
チ
エ
子

四
月　

三
十
日 

後
藤
い
ま
子

五
月　
　

五
日 

雨
倉　

正
治

五
月　
　

七
日 

小
原　

永
次

六
月　

十
三
日 

島
田　

好
明

六
月　

十
九
日 

青
木　

紫
郎

六
月
二
十
三
日 

山
田
由
紀
子

六
月
二
十
五
日 

市
川　

英
夫

六
月
二
十
六
日 

神
藤　

邦
子

六
月
二
十
七
日 

登
坂
マ
サ
子

六
月
二
十
八
日 

小
野
寺
ケ
イ
子

七
月　
　

三
日 

田
村　

シ
ゲ

七
月　
　

七
日 

中
根　

タ
ヨ

七
月　
　

八
日 

島
田　

泰
介

八
月　
　

一
日 

清
水　

益
次

八
月　
　

五
日 

新
井　

作
一

八
月　

十
八
日 

中
村
ト
シ
子

八
月
二
十
九
日 

島
田　

千
鶴

御
命
日
　
故
人
御
芳
名
（
敬
称
略
）

四
月
二
十
六
日 

三
本
ト
ミ
子

五
月　

十
四
日 

中
根　

恵
二

五
月　

十
五
日 

海
老
原
久
子

五
月
二
十
四
日 

黒
阪　

安
則

五
月
二
十
五
日 

雨
倉　
　

一

五
月
二
十
七
日 

田
村　

康
男

六
月　
　

八
日 

奥
崎　

ツ
ネ

六
月　

十
一
日 

中
野　

茂
一

七
月　
　

五
日 

島
田　

源
一

七
月　

十
一
日 

松
崎　

チ
ヨ

八
月　
　

三
日 

島
田　

信
一

八
月　
　

八
日 

秋
間　

春
代

八
月
二
十
四
日 

増
岡　

克
美

御
命
日
　
故
人
御
芳
名
（
敬
称
略
）

四
月　
　

四
日 

池
ヶ
谷
喜
佐
治

四
月　
　

七
日 

雨
倉
小
夜
子

四
月　

十
六
日 

中
野
タ
イ
子

四
月　

十
六
日 

秋
山　

忠
吾

　
今
号
か
ら
こ
ち
ら
の
紙
面
に
て
、
節
目
の
年
忌
を
お
迎
え
す
る
故

人
の
皆
様
を
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
年
四
月
か
ら
八
月
の
皆
様
で
す
。
ご
法
要
の
お
申
込
み
は
お
電

話
で
も
大
丈
夫
で
す
。
ご
不
明
な
点
も
お
気
軽
に
お
寺
に
ご
相
談
下

さ
い
。
ご
都
合
で
ご
法
要
を
な
さ
ら
な
い
場
合
に
は
、
お
塔
婆
を
建

て
て
ご
供
養
を
し
て
下
さ
い
。
ご
家
族
皆
様
で
真
心
を
形
に
表
し
ま

し
ょ
う
。

一
周
忌
　
平
成
二
十
九
年
御
逝
去

三
回
忌
　
平
成
二
十
八
年
御
逝
去

七
回
忌
　
平
成
二
十
四
年
御
逝
去

十
三
回
忌
　
平
成
十
八
年
御
逝
去

十
七
回
忌
　
平
成
十
四
年
御
逝
去

◆ 

年
忌
霊
位
（
四
月
〜
八
月
）

年
忌
に
あ
た
る
御
霊
位

年
忌
に
あ
た
る
御
霊
位
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四
月　

三
十
日 

山
岸　
　

攻

五
月
二
十
八
日 

小
山　

建
男

六
月　
　

二
日 

髙
橋　

博
子

六
月
二
十
六
日 

串
田　

絹
代

七
月　
　

四
日 

鈴
木　

シ
ゲ

七
月　
　

十
日 

小
澤　

み
ね

七
月
二
十
二
日 

中
野　

ミ
ヨ

八
月
二
十
四
日 

中
村　

正
市

八
月
二
十
八
日 

井
田　

幸
男

御
命
日
　
故
人
御
芳
名
（
敬
称
略
）

四
月　
　

十
日 

大
下
カ
ヨ
子

四
月　

十
三
日 

金
子　

ア
イ

四
月　

十
四
日 

横
田　
　

浩

五
月
二
十
五
日 

小
山
富
美
江

六
月　
　

八
日 

島
田　

晴
次

六
月　

十
一
日 

森
田　

重
正

六
月
二
十
三
日 

島
田　

俊
子

七
月　

十
三
日 

島
田
庄
五
郎

八
月　
　

三
日 

植
田　

常
雄

八
月　
　

八
日 

小
林　

静
代

八
月　

十
六
日 

中
村　

ヨ
シ

八
月
二
十
九
日 

爲
ケ
谷　

廣

八
月
二
十
九
日 

杉
山　

ハ
ナ

御
命
日
　
故
人
御
芳
名
（
敬
称
略
）

四
月　

十
一
日 

中
野　

常
作

四
月　

十
九
日 

佐
々
木
ハ
ツ

四
月　

二
十
日 

島
田　

一
作

四
月
二
十
一
日 

倉
島　

長
吉

四
月
二
十
六
日 

野
村
龍
之
助

五
月　
　

一
日 

大
野　

忠
一

五
月　
　

四
日 

野
口　

明
彦

五
月　

十
四
日 

中
村　

正
次

五
月
二
十
五
日 

町
田　

京
子

六
月　
　

一
日 

関
谷　

成
子

七
月　
　

八
日 

佐
藤　

花
香

八
月
二
十
一
日 

中
根　

新
吾

八
月
二
十
四
日 

岡
部　

将
史

御
命
日
　
故
人
御
芳
名
（
敬
称
略
）

五
月
二
十
八
日 

雨
倉　

裕
光

七
月　

十
五
日 

太
田　

ア
イ

七
月
二
十
六
日 

島
田
か
ま
ゑ

八
月
二
十
四
日 

小
林
ヒ
デ
子

葬
儀
後
四
十
九
日
ま
で
仏
壇
は

閉
め
る
も
の
？

　「
ご
葬
儀
後
四
十
九
日
忌
を
お
迎
え
す
る
ま
で
、
ご
仏

壇
の
扉
は
閉
め
て
お
く
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
い
う

問
い
合
わ
せ
を
よ
く
受
け
ま
す
。

　
こ
の
四
十
九
日
忌
間
を
「
忌
中
（
き
ち
ゅ
う
）」
と
い

い
ま
す
。
忌
中
に
扉
を
閉
め
る
風
習
は
神
道
の
し
き
た

り
が
由
来
の
も
の
で
、
死
を
穢
れ
と
す
る
神
道
で
は
、

神
棚
（
神
様
）
を
穢
れ
か
ら
遠
ざ
け
る
意
味
合
い
で
、

四
十
九
日
忌
（
神
道
で
は
両
親
の
場
合
は
五
十
日
）
ま

で
神
棚
を
白
い
布
や
半
紙
な
ど
で
封
鎖
す
る
し
き
た
り

が
あ
り
ま
す
。

　
仏
教
の
仏
壇
は
閉
じ
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
仏
壇

は
元
々
、
ご
家
庭
で
仏
様
を
拝
む
た
め
の
も
の
で
す
。

お
寺
の
本
堂
が
御
家
庭
の
一
室
に
あ
る
と
考
え
て
い
た

だ
け
る
と
分
か
り
や
す
い
で
す
。
仮
に
お
寺
の
住
職
が

亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
本
堂
の
雨
戸
は
毎
日
開
け
ら
れ

ま
す
。。
仏
教
で
は
死
を
穢
れ
と
は
み
ま
せ
ん
の
で
、
四

十
九
日
忌
間
で
も
毎
日
拝
ん
で
い
た
だ
い
て
大
丈
夫
で

す
。
扉
は
一
日
の
終
わ
り
に
閉
め
て
い
た
だ
き
、
朝
開

け
て
い
た
だ
く
の
が
良
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

二
十
三
回
忌
　
平
成
八
年
御
逝
去

二
十
七
回
忌
　
平
成
四
年
御
逝
去

三
十
三
回
忌
　
昭
和
六
十
一
年
御
逝
去



　

檀
信
徒
以
外
の
皆
様
の
御
参
加
も
大
歓
迎
致

し
ま
す
。
お
茶
代
と
し
て
三
〇
〇
円
。
学
生

さ
ん
は
無
料
で
す
。

◆
第
二
十
回
　
四
月
二
十
九
日（
日
）十
三
時
〜
十
六
時

　
【
中
里
介
山
忌
】
会
場
: 

禅
林
寺
様

　
・
法
要
・
墓
参
・
お
話

　
　
　
　

禅
林
寺
住
職　

岡
崎
啓
純
和
尚

　
・
仏
教
講
座 

住
職　

高
井
和
正

　
・
中
里
介
山
を
学
ぶ

宗
禅
寺
文
庫
長　

島
田
秀
男
先
生

◆
第
二
十
一
回
　
五
月
十
二
日（
土
）十
三
時
〜
十
六
時

　
・
仏
教
講
座 

住
職　

高
井
和
正

　
・「
能
面
の
こ
と
」
　
能
面
師　

新
井
達
矢
先
生

　
・「
仕
舞
〝
羽
衣
〞
と
能
の
装
束
」

金
春
流
家
元
八
十
一
世
宗
家　
　

金
春
憲
和
先
生

◆
第
二
十
二
回
　
六
月
二
十
三
日（
土
）十
三
時
〜
十
六
時

　
・
仏
教
講
座 

住
職　

高
井
和
正

　
・
私
の
し
て
き
た
こ
と
　
―
ビ
ニ
ー
ル
っ
て
？
―

檀
信
徒　

淺
田
精
利
さ
ん

　
・「
尼
僧
に
な
っ
て
思
っ
た
こ
と
」

福
生
育
ち
瑞
穂
在
住
・
天
台
宗
尼
僧　

緑
川
明
世
師

◆
第
二
十
三
回
　
七
月
七
日（
土
）十
三
時
〜
十
六
時

　
・
仏
教
講
座 

住
職　

高
井
和
正

　
・
こ
れ
か
ら
の
葬
儀

福
生
島
田
屋
造
花
店　

島
田
豊
さ
ん

・
こ
れ
か
ら
の
葬
儀
と
墓
地閑

栖
住
職　
高
井
正
俊

　

高
井
正
俊
和
尚
主
宰
の
鎌
倉
で
の
聴
講
会
で

す
。
資
料
代
五
百
円
と
建
長
寺
の
拝
観
料
五

百
円
を
ご
負
担
を
い
た
だ
き
ま
す
。
予
約
不

要
で
す
。

◆
第
百
四
十
回
　
四
月
二
十
六
日（
木
）　
於
建
長
寺
応
供
堂

・
鎌
倉
五
山
と
古
月
禅

長
谷
寺
観
音
ミ
ュー
ジ
ア
ム
学
芸
員  

三
浦
浩
樹
先
生

・
達
磨
大
師
の
二
入
四
行
説

駒
澤
大
学
名
誉
教
授　

石
井
修
道
先
生

◆
第
百
四
十
一
回
　
五
月
十
日（
木
）　
於
建
長
寺
応
供
堂

・
建
長
寺
開
山
蘭
渓
和
尚
語
録
の
現
代
語
訳

　

法
政
大
学
講
師・建
長
寺
研
究
員　

彭　

丹
先
生

・『
鎌
倉
の
歴
史
―
谷
戸
歩
き
の
ス
ス
メ
―
』 

出
版
に
あ
た
って

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授　

高
橋
慎
一
朗
先
生

◆
第
百
四
十
二
回  

六
月
二
十
八
日（
木
） 

於
建
長
寺
応
供
堂

・
入
宋
僧　

円
種
に
つ
い
て　

元
金
沢
文
庫
長　

高
橋　

秀
栄　

先
生

・
鎌
倉
と
浄
土
宗 
―
―
光
明
寺
を
柱
に
―
―

　

大
正
大
学
教
授・慶
巌
寺
住
職　

村
田　

康
純
先
生

◆
第
百
四
十
三
回
　
七
月
十
九
日（
木
）　
於
建
長
寺
応
供
堂

・
建
長
寺
開
山
蘭
渓
和
尚
語
録
の
現
代
語
訳

　

法
政
大
学
講
師・建
長
寺
研
究
員　

彭　

丹
先
生

・
禅
宗
の
清
規

　
　
　
　
　
―
―
蘭
渓
道
隆
の
清
規
を
め
ぐ
っ
て

　

鶴
見
大
学
講
師・徳
善
寺
住
職　

尾
崎　

正
善
先
生

土
曜
講
座
の
お
知
ら
せ

土
曜
講
座
の
お
知
ら
せ

平
成
三
十
年  

鎌
倉
禅
研
究
会

平
成
三
十
年  

鎌
倉
禅
研
究
会
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宗禅寺ホームページ  http://www.hamura-souzenji.com

宗
禅
寺
毎
月
の
活
動

●朝粥坐禅会……

●土曜坐禅会……

●彼岸早朝坐禅会……
●土 曜 講 座……

●写　経　会……

●御　詠　歌……
●木 彫 教 室……

●俳 句 教 室……
●尺八吹禅の会……

毎月第一日曜日　朝6時～8時半　一日の始まりに坐禅。
坐禅後、禅の作法でおかゆをいただきます  4/1  5/6  6/3  7/1
毎週土曜日　子供：夕6時～7時　大人：7時半～9時半
真の自分に立ち返る時間です　イス坐禅もあります
彼岸中（3月18日～24日） 毎朝6時～7時開催。 短い時間で初心者向きです。
毎月一回の勉強会。13時半～16時半　地域文化の共有と創造を目指し、地域
伝統を後世に。  4/29  5/12  6/23 
毎月1日、11日、21日、1時～3時  般若心経の写経をしています。支度、片付けは
全員で。 ※3/21は春の文化展開催の為、お休みです。
毎月第1・3火曜日　1時半～3時　指導：高井淑子
毎月第1・第3土曜日　13時～16時まで
講師：新井達矢先生　場所：宗禅寺禅センター　
仏像や能面を自分で彫ってみませんか？月謝5000円(道具、材料費は要別途)
毎月1回、適宜。 問い合せ先：中野つたえ　☎554－2444
毎月第1、第3月曜　夜7時半～9時頃 坐禅15分、練習60分
問い合せ：坂井陵童　☎554－3273

○女性サンガの会・薬師講・寺子屋委員会・護持会　――活動中です――
○宗禅寺禅センターをお使い下さい。

―
お
寺
で
新
た
な
自
分
の
発
見
を
―


